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公共施設再編に向けた 市民検討会

1. 背景

２. 目的
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【 光が丘地区の公共施設再編に向けた取り組み】
＊小・中学校の児童生徒数の減少に伴う学習環境のあり方の検討を行い、 市教育委員会

において、令和7年4月を目途に、青葉小学校を閉校し、光が丘小学校、陽光台小学
校、並木小学校に再編するという対応方針が定められました。

＊療育センター陽光園、陽光台保育園など子どもに関する公共施設の多くが築40
年以上を経過しており、建て替えなどを検討する時期を迎えています。

相模原市では、昭和40年代からの人口急増期を中心に整備してきた学校や公民館など、
多くの公共施設の老朽化が進み、今後、一斉に施設の改修や建替えが必要となり、その
ための費用の確保が課題となっています。公共施設は、市民生活に必要なサービスを提
供する場として、重要な役割を担ってきました。

一方、人口減少や少子高齢化の進行、情報・通信技術の発展やニーズの多様化が進む
中で、将来にわたり、持続可能な公共サービスを提供していくためには、今ある公共施
設のあり方を、今一度見直さなければならない時期が来ています。

「青葉小学校を今後どのように活用していきたいか」
令和 3 年度に、市民対話ワークショップを行い、今後の青葉小学校の利活用の構想につ

ながる、再編コンセプト、具体的な活用方策、アイデアなどを検討していただきました。
今年度は、青葉小学校の学校跡施設における「避難所としても使える、子どもや地域の

活動の場」を基本とした利活用を検討することを目的に、昨年度の市民対話ワークショッ
プを踏まえて、全 4 回の市民検討会と子どもワークショップを行いました。



光
が
丘
地
区
公
共
施
設
再
編
に
向
け
た
市
民
検
討
会

02

3. 参加者と運営体制

有識者、地域団体推薦者、公募市民等で構成する市民検討会を設置し、様々な方のご
意見を伺いながら検討しました。

様々なアイデアや意見を出していただくため、主に『ワークショップ形式』で行いま
した。ファシリテーターは、市民検討会の構成委員でもある東京都立大学の讃岐助教が
行い、東京都立大学の学生スタッフや市職員が運営をサポートしながら進めました。

第1回 (10/8) 目標を共有しよう

第2回 (11/13) テーマごとに考えよう

第3回 (1/14) テーマごとに考えて成果をまとめよう

第4回 (2/19) 市民検討会の成果をまとめよう

こどもワークショップ (12/11) 自由にミライを考えよう！

公募市民 (2)医療型児童発達支援センター (1)

学習環境のあり方検討協議会 (2)
青葉小学校避難所運営協議会 (1)

光が丘児童館運営委員会 (1)小学校PTA (4)
光が丘地区まちづくり会議委員 (4) 光が丘公民館運営協議会 (2)

参加者の構成 (21)

陽光台保育園 (2)

青葉児童館 (1)

有識者(1) ※兼ファシリテーター

相模原市
アセットマネジメント推進課
こども・若者政策課

運営事務局
東京都立大学 大学院生
相模原市職員（施設所管課）

テーブルファシリテーター
東京都立大学 建築学科
助教 讃岐 亮

ファシリテーター



昨年のワークショップ
の活動に関して説明を
受けた後、小学校紹介
動画を見て、イメージ
を膨らませていく
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昨年の議論を踏まえて方向性を考えるワークテーマ

第 1 回 目標を共有しよう
2 0 2 2 年 1 0 月 8 日 ( 土 ) 光が丘公民館

はじめに ワーク 発表

自分のチームで議論に
なったことを他のチー
ムに共有（１班・２
班・３班）

【 ワークのイメージ 】

昨年の３グループの結果に対して、「良い点」
「課題点」「改善点」を抽出して、付せんに書き
出し、模造紙に貼る
これをもとに各班て話゙し合い、何を大事にしてい
きたいか、今後の施設の大まかな方向性を考える



環境 校庭 体育館
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１班

讃岐先生

「子ども」というターゲット層をさらに具体的にイメージし、そこで
活動する一人一人の顔を思い浮かべて議論できている点がこの班の強
みだと思います。 次は、子ども達がどういう風に活動するのか、誰が
運営し支えていくのかという議論に発展すると良いですね。議論を深
めていけ ばさらに魅力的な案が生まれると感じました。

目
標
を
共
有
し
よ
う

1

子育て広場
子育て世代が移住したくな
るような中心的な施設にで
きる? 

校庭は子どもの遊び場！
自由に好きな遊びができる
よう、まず安全対策を徹底
する

子育て広場と陽光園
学校に行けない子どもたち
の居場所が欲しい
地域の人に 見守られ社会と
つながれる場が欲しい

校庭の避難所利用

子ども向けアスレチック等
の遊具、高齢者向け健康増
進の器具等

プールは利用できる季節が
限られる割に維持管理にお
金がかかりそう

「体育館での運動・コン
サート」は実現できたら良
い! 

地域の人が子とも゙を支える「子育て広場」をつくりたい！



安全 校庭・体育館 防災

讃岐先生

まず、「地域住民や施設利用者の安全」という重要なキーワードがあ
りました。ともすると「安全」は、「地域への開放」に相対するキー
ワードだと思われがちですが、安全面を確保しながら地域に開いてい
く可能性について議論を深めていただきたいです。また、「道路」も
重要なキーワードであると感じました。施設単体の安全面だけではな
く、地域としての安全面を考えないといけないという意見は、非常に
重要な意見であると思います。

２班
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バリアフリーで交流できる
公園の計画が良い

いろいろな人が利用できる
のは嬉しいが安全管理面の
考えも必要

校庭の活用として休日にコ
ンサート、キッチンカーを
入れた時、安全面の確認は? 

来るまでの動線の安全性
通り抜けできない
⇒防災性

校庭の多目的利用、とても
良いと思います
夢が広がる

地域住民のみの運営は難し
い
企業の参加が必要

防災について、地域で利用
しやすいように考えられて
いる

防災公園としてかまとベ゙ン
チの設置は良い

地域の人が安全に活動てぎる場をつくりたい！



校庭・中庭 諸室 その他

讃岐先生

最後の言葉（「大人も子どもも、みんなが自由に楽しく遊べて、学べ
る施設にしたい」）が重要であると考えています。昨年度の議論では、
子ども視点だけでなく大人視点でのアイデアもあったという振り返り
が出来たのがまず１つ目の成果であると感じました。そして「自由」
というキーワードの発見も要注目です。自由には常に責任が伴います。
子ども達が気軽に訪れ活動するために、子ども達自身がどう責任を
もって施設を使うか、それを地域がどう支えるか、という点について
次回に議論が展開されることを期待しています。

３班

06

目
標
を
共
有
し
よ
う

1

子どもが自由に遊べる機能
を強く打ち出しているのは
良い

キッチンカーもいいがイベ
ントに終わりそう
どう日常化するか！

避難場所(校庭)をある時は
遊びに、ある時は避難に使
いたい

特徴をもった諸室(防音室・
無料の学習・料理室等)を有
効活用している点が良い

子ども食堂などお金の問題
は... 

学校内に子ども食堂なとの゙
機能や、給食室の地域利用

学習支援への大学生の参加
（リモート可）

公民館との一体化のために、
同時にリニューアルすると
良い

体育館を冷暖房化する
（太陽光発電で使えるよう
にする）

子どもから大人まてが゙自由に遊べて学へる゙施設にしたい ！
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グラフィックレコード第 1 回 製作：大学院生
1
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グラフィックレコード第 1 回 製作：大学院生
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ワーク
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保育園と陽光園の機能と
規模の検討状況と、配置
パターンについて説明を
受ける

テーマを絞って、市民活動機能
などを考えるワークテーマ

第 2 回 テーマごとに考えよう
2 0 2 2 年 1 1 月 1 3 日 ( 日 ) 青葉小学校 体育館

はじめに 発表

自分のチームで議論に
なったことを他のチー
ムに共有（校庭・体育
館・諸室）

前回の検討会での意見を参考にしながら、担当
するテーマについて、利活用基本構想にある５
つの方針の視点（キーワード）ごとに必要な機
能を考える

【 ワークのイメージ 】



子ども 地域の
魅力・つながり 住民への配慮
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校庭チーム

讃岐先生

こどもワークショップで聞いてみたいってことがたくさん思い浮か
ぶ議論が展開していました。例えばこの場所を使うときに、クラブ
等の団体としての活動と、もっと気軽に遊びの延長で日頃から使え
る状況を考えて、それぞれの活動の時間をきちんと想定してあげた
いというアイデアがありました。これを子どもたち目線で考えたら
どうなのか、平日と休日の使い分けや、時間帯での使い分けなど、
子どもたち自身がどう考えるのか、興味を持ちました。

校庭・くすの木周辺・ビオトープ担当

テ
ー
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ビオトープを整備して子ど
もたちが虫を探せる場所と
して残したい

ボール遊び(野球、サッカー
等)ができるスペースを確保
したい！

保育園の園児の遊ぶスヘー゚
スと小学生以上が遊ぶス
ペースを区別したほうが
良い

屋上に行ける階段を作って、
屋上を地域の人と子どもが
野菜づくりができる場所に

くすの木を中心にイベント
がしたい！

なかよし広場と小学校側
とのつながり、門や道路
の整備

防音対策として、グラウン
ド周辺(民家との間)に木を
たくさん植える

桜の木を残したい！
けど、難しい...？

駐車場スペースもあると
良い

新しいアイデア１回目のアイデア

校庭で子どもか自゙由に遊べるようにしたい! 



讃岐先生

特に体育館の使い方の実態としての多様さとか、広いからこその使
い良さなどから、地域としても大切にしたい施設なんだというメッ
セージが伝わってきました。また、近隣住宅への音配慮の問題や、
正門から遠いというアプローチの問題に対する認識を共有頂きまし
た。今ある体育館の配置をしっかりと認識して課題解決するための
糸口をきちんと整理したことが、この班の議論の成果だったのでは
ないでしょうか。

体育館チーム
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体育館・プール・なかよし広場担当
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子ども

雨の日の活動場所としても
利用できるように

お母さんたちが子育ての悩
みを共有できる場に

月に 1,2 回中学生が吹奏楽
のコンサートをここでてぎ
ると良いのでは！

体育館を地域のために最大限に活かしたい! 

新しいアイデア１回目のアイデア

災害 やさしい
屋上にソーラーパネルを設
置したら発電機が少なくて
済む？

ふれあい広場を平らにして、
テントを張って避難場とし
て活用する

3世代交流！ペタンクができ
たらいいな

校庭側からのアプローチに
はバリアフリー対応

近隣住宅に対する騒音対策
が必要！
一緒に解決してお互い我慢
しないよう にするには? 

地域の魅力
地域の課題

正門から安全・安心に子ど
もたちを送り迎えできるよ
うに



調理機能 プログラム（交流） 設備

讃岐先生

「青葉小として大切にしたいものを共有することが大事」だという
言葉こそが大事だと思います。つまり、この場所のあり方、使い方
の具体的なビジョンを共有することが大事だというメッセージです。
また、図書室の使い方のアイデアがありましたが、これは今回の基
本プランからもう少し掘り下げて機能配置、部屋の割り振りを考え
ることの必要性に気付く良いきっかけになったかと 思います。

諸室チーム
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市民活動で使用する諸室担当
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大きな声を出してもいいよ
うな環境づくり
やり たいことが安心してで
きる機能、設備を考える

子どもを育む場としての子
ども食堂、居場所づくり

普段から炊き出し等の体験
イベント！災害に強い地域
になると安心

子どもから大人まで共有利
用できるような広い図書室
があると良いな

各利用者からの情報発信を
共有できる工夫を考えると
もっともっとつながれると
思います

障害がある方が安心して避
難できるスペースや工夫が
ほしい

空調設備は絶対必要！
災害時の非常用電源の確保
は各家庭だと難しいのてぞ
こに投資してほしい

イベントを行い、フリー
マーケットや出店などを出
し収入源にする

防音機能
防災

くすの木

いろんな場面て使゙える、居心地の良い場所にしたい! 

新しいアイデア１回目のアイデア
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アイスブレイクとして
カードゲームを用いて
まちづくりに親しむ
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「子どもの施設」「新しい施設でこんな
ことがしたい」というアイデアを考えるワークテーマ

こども
ワーク

ショップ
自由にミライを考えよう！

光が丘公民館

はじめに ワーク 1 発表ワーク ２

自分のチームで議論に
なったことを他のチー
ムに共有（1班・2班）

放課後や休日に遊びに
行くところなどを自由
に話し、付せんに書い
て模造紙に貼る

こういう活動がしたい、
などのアイデアを書き、
小学校のどこでできるか
考えて地図に貼る

【 ワークのイメージ 】

2 0 2 2 年 1 2 月 1 1 日 ( 日 )

こんな活動
がしたい

今頑張って
いること

学校以外で
行くところ

こんな場所
が欲しい
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1班

公民館と一体的に考えるのは、公共施設マネジメントの発想に沿った素晴ら
しい考えであり、それが市民の皆様から意見として出てくることはまさに
この地区の強みです。陽光園の「これから少しずつ地域に開いていき
たい」という前向きな想いをどう拾っていくか、とか、公民館よりも
コミュニティセンターという括りの方が活動に制約が生まれない
かもしれない、など、個別具体的に課題が見えてきました。 讃岐先生

１班の特徴は、「場所の特性」と「活動」が結びついている点にあると
思います。給食室では『食べ放題』といった具合に。イベント開催等を
通じて実現してあげたいですね。
また、光が丘公民館をまるごと校庭にもってくるというアイデアも、
市民検討会での意見とも通じる貴重な意見です。 讃岐先生

大人がなかなか気付けない子どもたちのニーズが発見されたと感じまし
た。 特に「癒やされる場所」や「ゆったりできる場所」という言葉が
印象に残っています。活発に遊ぶということだけでなく、静かに佇むと
いったシーンを想定することも、これからの施設活用を考える際に大事
なポイントになりそうですね。

2班

讃岐先生

・給食室
食べ放題

・理科室
化石展示室、虫の観察

・廊下
ストレス発散
ボーリング

人狼鬼ごっこ、
肝試し、寝泊ま
り施設

キャンプ、
お祭り、
ボール遊び

プラネタリウム、
ジェットコースター

光が丘公民館を
丸ごと校庭に

・屋上
ローラー滑り台、
バンジージャンプ

・図工室
スライム作り
イラストを描く ・屋内運動場

映画館、
アスレチック

魚釣り、サウナ

映画を見る

カラオケBOX

ストレス発散場

動物と触れ合い

ジェットコースターストレス発散（プ
チプチ、新聞紙を
破る、枝を折る）

ドッジボール、
フリーマーケット

季節の教室（季
節ごとに装飾）

ドッキリ連発

楽器練習用
スタジオ

校庭

体育館プール

教室

教室 校庭

全体体育館
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市における、市民活動
機能、陽光園、保育園
の配置の検討状況の説
明を受ける
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第２回までの成果などを踏まえ、
テーマごとに考えをまとめるワークテーマ

第 3 回 テーマごとに考えて成果をまとめよう
光が丘公民館

はじめに ワーク 1 発表ワーク ２

自分のチームで議論に
なったことを他のチー
ムに共有（校庭・体育
館・諸室）

前回までの検討会の意
見カードをテーマごと
に整理し、実現に向け
て課題などを話し合う

担当以外のテーマに関連
するアイデアや配慮を付
せんに書き出し、地図に
貼る

【 ワークのイメージ 】

2 0 2 3 年 1 月 1 4 日 ( 土 )
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校庭チーム

かまどベンチ、というキーワードについては、昨年度の議論にあった
“防災”というテーマを受け継ぎつつ、こどもワークショップで出た意
見をも拾って上手に生かしてくださったと思います。
また、他のチームでも議論があった校庭の芝生化というアイデアから、
単なる既存施設の活用を超えた、新たな風景づくりにしたいという皆
さんの共通の想いが想像できました。

性格の異なる屋外エリアで全員が楽しめるようにする!

校庭・くすの木周辺・ビオトープ担当



讃岐先生

前回の検討会の議論に引き続き、体育館という空間の特性を踏まえた
アイデアや工夫がたくさんありました。また、こどもワークショップ
の意見について、大きな空間であれば実現できそうといった前向きな
意見もありました。
チーム内では運営についての議論があったのも特徴です。そして、そ
れは必ずしも体育館の運営だけに留まらない、という議論がありまし
た。これはまさに、今後の課題ですね。

体育館チーム

27

広く、可変性のある場で、子どもの活動を支えていく！

体育館・プール・なかよし広場担当
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讃岐先生

一つ一つのアイデアの背景にその理由があることや、テーマを設けて
チームの議論を始めたことなど、このチームの特徴が議論の形そのも
のに表れていました。
子どもたちの要望をできる限り実現するために設備を完備するという
意見がありましたが、一方で足りないものがある空間でこそ、子ども
たちの想像力が発揮されるという考え方もあるかもしれません。議論
の深掘りで更に魅力的になりそうなテーマが浮かび上がりました。

28

光が丘が選ばれるように、若い世代のニーズに応える！

諸室チーム 市民活動で使用する諸室担当（くすのきチーム）
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ラフスケッチ第 3 回 製作：大学院生

ワーク1で話し合った結果をもとに、実現したい空間のイメージのスケッチを
描いていきました。ワークの最後にはこのラフスケッチを見ながら、さらに
実現したいことなどの要望を学生に伝えました。
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学生が描いたイメージ
図に、補足意見や管理
運営のアイデアを付せ
んに書いて貼る

テーマごとの成果を共有して
磨きをかけるワークテーマ

第 4 回 市民検討会の成果をまとめよう
2 0 2 3 年 2 月 1 9 日 光が丘公民館

ワーク 1 ワーク 2 総評発表

讃岐先生から、地域へ
向けたメッセージ「光
が丘地区の新たな場づ
くりへの期待と展望」

他チームのイメージ図
を見て周り、意見や改
善点を付せんに書いて
貼る

自分のチームで議論に
なったことを他のチー
ムに共有する（校庭・
体育館・諸室）

【 ワークのイメージ 】

(日)

イメージ図

校庭チーム

体育館チーム

諸室チーム

補足意見

イメージ図担当テーマの 他テーマの
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校庭チーム 校庭・くすの木周辺・ビオトープ担当

普段は子どもの
遊び場として

駐車場は芝生
広場と共有

備品を置く場所

全体利用と部分利
用を自由に変更

校庭全体

芝生は部分的に

くすの木周辺

小学校の面影が無い
ほど非日常を感じる

ウッドデッキが良い！

少しミーティング
するのに良い

普通のコーヒー、
美味しいコーヒーの
2種類あると良い

青空テラスはみん
なの憩いの場に

コンクリートではなく
ゴムのような材質に

くすのき等にイル
ミネーションを



体育館チーム 体育館・プール・なかよし広場担当

誰でも使いやす
い綺麗なトイレ

讃岐先生

体育館脇のプールを駐車場にする場合には、陽光園・保育園の利用者が
送迎に困らないような配慮が必要という、運営を考える上での大事な発
言がありました。また、1つのイメージ図の中で、いくつかの時間帯や時
期があることに気付き、それに応じた議論の整理をされていました。同
じ場所を示しながら、絵の追加のアイデア、補足文章やキーワードとし
て残すべき大事なアイデアが抽出できたと思います。

外側にも鏡

色分けで道案内のサイン

屋根付きの車止め

イベント

体育館−全体

普段から火を使うこと
に慣れるイベントを

キャンプイベントの利用
時間？夜間は近隣に配慮

屋外のトイレ

他の駐車場との利用分担

水場の設置

火を使うスペー
スを設ける

市
民
検
討
会
の
成
果
を
ま
と
め
よ
う

4

BBQができるこ
とを売りにする

駐車場設備は費用と相談

夕方は保護者の利用優先

車幅の拡幅も併せて整備

セキュリティと連携のバランス

33
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讃岐先生

施設の管理運営について、単に金銭上の契約関係にするだけでなく、地
域としてコミュニケーションをとるという力強い言葉がありました。
また、他のグループから頂いた意見と異なる視点による意見もあったこ
とを踏まえ、検討会では決めきれずに残った論点があること（例えば管
理について指定管理者に任せるのかボランティアで関わるのか、校庭利
用の区分けをどうするかなど）を丁寧に整理して頂きました。

市民農園として利用

公民館駐車場との一体利用

芝生だと魅力的

年代に合わせた遊具

企業を誘致して
スポーツなど

使い方は自由だ
が出入りは管理

貸出の無い日も楽し
く過ごせる仕掛け

平時は駐車場

備品の管理

普段は遊び場として活用

隣地への配慮

校庭・体育館との
災害時の役割分担

椅子を一脚ずつ出すのが大変→設置しやす
く

なかよし広場

体育館−活動

市
民
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の
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を
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災害利用の際、来る人の多さに
対してスペースが不足するのでは

トイレは常設

利用者が気軽に取り
出して使えるように

人を定着させる仕掛け

青葉児童館との一体運営

使い方・安全面の管理
人・時間の管理とルール

誰が管理する？
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諸室チーム 市民活動で使用する諸室担当（くすのきチーム）

管理は誰が？

校庭BBQとのつながり

農園は保育園や公民館と共有

火の利用には管理
者がいるのでは？

フリーで食事できる
室内場所もあると良い

室内遊具があると良い

利用者同士の情報コーナー

子どもセンターとして公民
館と分けると良いのか？

公民館とのコラボで充実を

調理室・
ランチルーム

５ポイント

保育室・
子育て広場

市
民
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の
成
果
を
ま
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子ども食堂の機能

予約が必要なのか、いつでも使え
る部屋なのか周知する必要がある

将来地域の施設との
関係をどうするのか

市内の子育て広場運営
団体に管理・運営委託

放課後教室は
どう残すか
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讃岐先生

最初から目的を決めず、形を変えていくというあり方がこの場所に求め
られるのではないか、というメッセージがとても印象的でした。これは
他のグループでも議論の中で出てきた意見だと思いますし、全体で共通
する想いではないでしょうか。
また、公民館も同時に変わっていきたい！という未来志向の素敵な言葉
を頂きました。これは、青葉小学校単独ではない地域ぐるみの拠点形成
にしていきたいという、光が丘地区らしい発想の表れだと思いました。

子どもにだけ着目するの
はもったいないのでは

時間を区切りながら利用

採光があると良い

楽器があると良い

仕切りがあると良い

無料塾ができると良い

PCやテーブル、
椅子があると良い

公民館の図書館
と連携して運営

どのように
管理を？

滞在型図書室

完全
防音室

市
民
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討
会
の
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果
を
ま
と
め
よ
う
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高齢者の利用場所としても

図書の貸し
出し方法は

保育園や地域と共
有して多世代交流

安全面として防犯カメラや外か
ら見えるようにした方がいい

人を多く集めるな
ら入口は複数必要

公民館の図書室を少
人数利用の防音室に

事務機能を担う空間が必要
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讃岐先生から、最終回の地域へ向けたメッセージ

『最初から完成を目指さない、一つ一つのアイデアを実現しながら、光が丘
地区らしい場をつくっていく』。このテーマは、昨年度のワークショップの
最終回でみなさんと共有したものでした。こういった発想が今年度の市民検
討会でも生かされたと考えています。そして、この発想は、２ヵ年を通じて
得た一つの成果だと思います。

やってみる、試してみるというのはとても大事なことです。光が丘地区には、
イオンの移動販売を地域に来てもらうよう働きかけ、それを実現させた実績
もあります。地域課題を自分たちで解決しようとする発想は、まさに「じぶ
んごと」にしようとする皆さんの姿勢の表れです。その延長で、この青葉小
学校の将来の利活用をより生きたものとするために大切になるものが、皆さ
ん一人一人の「関わり」です。これは、市民検討会への参画もそうですし、
施設再整備の段階で想定されるまた別の情報共有の場、あるいは整備後の運
営やイベント参画等、あらゆる場が想像できます。再編された未来のまち、
再編後の公共施設を真に「市民のもの」とするためには、より一層の積極的
な関わりが何より重要になっていきます。

昨年６月の相模原市の広報には、まちの中で公共施設がどう存在しているの
か、どんな人と公共サービスを通じてつながっているのか、どんなあり方が
望ましいのか、ということを説明するイメージ図が掲載されていました。単
に、施設名や与えられた機能が表すとおりにサービス提供するだけでなく、
まちの中でどうあったら良いかを示すビジョンが描かれていたのです。この
プロジェクトがこうしたビジョンを具体的に表す良い事例になるよう、ます
ます議論を深めてもらいたいと思います。

市
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を
ま
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みなさん
お疲れ様でした！
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完成イメージ図－校庭 製作：大学院生 髙橋さん

第4回で話し合った結果をもとに、学生スタッフにより、実現したい空間のイメージ図を描きま
した。

校庭チーム
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完成イメージ図－体育館 製作：大学院生 宮川さん

体育館チーム
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完成イメージ図－諸室 製作：大学院生 柴田さん

くすのきチーム －諸室
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光が丘 施設マップ

付
録
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ス
タ
ッ
フ

岸

市民検討会では、学生のイメージ図をきっかけに、活発な議論となり、「将来の絵姿」を
共有することの大切さを感じました。こどもワークショップでは、「大声を出したい！」
「癒される場所がほしい！」など、率直な声も聴くことができました。
将来の絵姿を具体化し、皆様から愛される施設になるように、今後も取り組んでいきたい
と思います。

角田

こども・若者
政策課

市民検討会及びこどもワークショップに参加いただいた皆さまには昨年のワークショップ
に引き続き、こどもをまんなかに据えた熱心な議論をいただきました。今後も対話を通じ
て、いただいたご意見をカタチにできるよう取り組んでまいりたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

本田

市民検討会では委員の皆様のご協力により、活発な意見交換の中で様々なアイデアをいた
だくことができました。また、こうした活発な意見交換ができたのは、ファシリテーター
である讃岐先生をはじめ、東京都立大学の大学院生の活躍による参加者のイメージの共
有・共感にあったと感じています。ありがとうございました。

光が丘地区に対する参加者の皆様の熱い思いに負けないよう、担当者として毎回一生懸命
に企画、準備、開催に取り組みました。毎回時間を忘れるくらい熱心に議論されている参
加者の皆様、学生さん、市職員の姿を見て、担当者冥利につきる思いでした。今後も決し
て簡単に進むプロジェクトではないと思いますが、「オール光が丘」の精神を持って一丸
となって頑張りましょう。

こども・若者
政策課

本多

こども・若者
政策課

光が丘地区の皆さんの熱い思いに触れることが出来、非常に勉強になりました。この取組
は、本市のリーディングプロジェクトとして位置付けられ、注目されている事業です。他
の地区から羨ましく思われるような施設となるよう取り組んでいきましょう。芦野

小澤

市民検討会で３つのチームに分かれて考え、その思いが込められたイメージ図が本当に素
敵でした。青葉小学校跡施設がこのイメージに近づけるよう、来年度以降もしっかり取り
組んでいきたいと思います。参加いただいた市民の皆さん、讃岐先生、東京都立大学の学
生の皆さん、本当にありがとうございました。

アセット
マネジメント

推進課

アセット
マネジメント

推進課

アセット
マネジメント

推進課
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長澤
保育課

今回の市民検討会では、サブファシリテーターとして校庭チームを担当させていただきまし
た。校庭チームでは、災害時の拠点としての機能を軸としつつも、地域の活性化や子どもた
ちの育ちの場として、日常においても最大限生かせるよう、たくさんのアイデアが出ていま
した。どんな施設になるのか、本当に楽しみです。

大塚
陽光園構想から計画へ。検討会も夢から少し現実味を帯びて進んでいく！理想に現実を併せて皆さ

んが活発に意見をする機会に立ち会えてとても勉強になりました。ありがとうございます。

小宮
政策課

地域住民の皆様とこれからの地域の未来を考えていくことはとても楽しく、やりがいのある
ものでした。
これも、参加された皆様それぞれが地域に愛着を持ち、このまちをもっと良いものにしたい
といった気持ちがあったからこそ、やりがいを感じられたものと思っています。

川手
生涯学習課

昨年度の市民対話ワークショップに続き、今年度は市民検討会とこどもワークショップに参
加させていただきました。毎回活発に意見を出されている委員の皆さんの姿を見て、「本当
に光が丘地区のことが大好きなんだな」といつも感動していました。
皆さんからいただいた数々のアイデアをもとに、閉校後の青葉小学校が素晴らしい施設とな
るようにしていきたいです。

葛原

学生の皆さんがいることで、和やかな雰囲気の中で、それぞれの意見を活発に交換すること
ができ、有意義な検討会でした。
従来の公民館や児童館の機能を、青葉小学校の施設を活用することで、よりよいものにでき
るイメージとなり、今後、どのように実現できるか楽しみになりました。ありがとうござい
ました。

こども・若者
支援課課

小瀬村

中央6地区
まちづくり
センター

検討会の中では、たくさんの素敵なアイデアを出していただき、ありがとうございました。
皆さんの思いが詰まった青葉小学校の跡施設が光が丘地区の中心となり、新たな地域コミュ
ニティの創造や活性化に繋がることを期待しております。
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a

2021年度に開催された『光が丘地区の公共施設再編に向けた市民対話ワークショップ』に引き
続き、2022年度も光が丘地区の皆さんと協働して、令和７年４月に閉校予定となった青葉小学校
の利活用について検討を進めました。この「将来廃校予定の学校施設を対象に、地域の方々とと
もに先回りして未来の利活用について考える」というスタイルは、相模原市内における先導的な
取り組みに留まらず、他の地方自治体においても注目されつつあります。

都心部よりも少子高齢化の波が早く押し寄せている地方では、公共施設再編とか公共施設マネ
ジメントという言葉が生まれる以前から、統合や廃止が進められてきました。そうした地域ほど、
学校の地域の中での中心性は強く、統廃合に至るまでの議論には様々な紆余曲折があります。だ
からこそ、統廃合は失敗が許されない事業になるのです。結果、統廃合を意思決定することが何
より大事になり、その後の利活用の議論が紛糾することで統廃合の決定そのものが覆されるよう
な事態は絶対に避けなければならない、といった空気が生まれます。そのような背景があり、こ
れまでの多くの事例では「将来の廃校利活用を先回りして考える」というスタイルが成立しな
かったのです。

しかしながら、そもそも地域の資産を途切れなく活かすことは、地域住民に対する公共サービ
ス提供を考える上で大事な発想です。仮に学校施設だとしても、仮に今通っている生徒がそこに
いるとしても、その施設が使われなくなる予定があるのであれば、戦略的に先回りして利活用を
考えることは行政にとっても重要なことと言えるでしょう。光が丘地区の公共施設再編はそうし
た点で非常に稀有なプロジェクトであり、全国でこれから展開するであろう学校施設の統廃合事
業について、先進事例となる可能性を秘めているのです。

2022年度の市民検討会を通じて、こうした状況を参加者と共有しながら進められたことは、一
つの成果です。そして、こうした先回り検討が受け入れられるのが光が丘地区の特徴である、と
確認できたこともまた、成果でしょう。これらは、光が丘地区の皆さんが持っている地域への愛
着や誇りをより強いものにしたのではないか、と考えています。

もう一つ、光が丘地区の市民検討会で浮かび上がった大事な事柄があります。それは、「この
拠点の主人公は子ども・若者である」という共通認識です。

これは2021年度のワークショップの成果をまとめた報告書でも記したのですが、一般的に市民
ワークショップの議論を通じて得るキーワードは、「みんな・交流・ふれあい・多世代」という
ような、一見すると綺麗だけれども具体的には何を指しているのかわかりづらい言葉、あるいは
人それぞれに解釈が少しずつ異なる言葉、です。それに対して光が丘地区での検討会では、具体
的にどんな世代、どんな人たちが“主人公”になるのか、多世代で構成された参加者たちの間で、
一定のイメージが浮かび上がりました。2021年度のワークショップの成果と、こうした2022年度
の議論を踏まえ、実際に子どもたちを対象とした「こどもワークショップ」も開催し、実際の子
どもたちの声を聞くこともできました（そこでは、大人の私たちが驚くようなアイディアも多数
ありました！）。その声を、市民検討会に参加する大人の参加者たちにフィードバックすること
もできました。こうした過程を経て、浮かび上がった主人公が、より表情ある顔としてイメージ
できるようになったのではないか、と思っています。

公共施設や公共空間に関わらず、何かを整備するときに、どうしても空間や建物の仕様ばかり
を考えがちだった過去のプロジェクトとは異なり、これからはその空間・建物を「誰が、どのよ
うに、どこで、いつ、どんな形で」使うのか、佇むのか、触れるのかを考える、つまり利用の風
景をイメージすることが大切になります。将来の青葉小学校の利活用を考えるときも、具体的に
どんな人たちがどんなふうに利用するのか、その風景、そのイメージを具体的に想像し、それに
あわせて空間や建物をデザインするプロセスが有効です。そういった意味でも、光が丘地区の今
回の議論は、これから入っていく更に具体的な計画・設計プロセスにおいて、有効に生かされる
ものと期待できます。

地域の方々と丁寧に議論を積み重ねてきたこの青葉小学校が、地域にとっての新しい財産にな
ることを願っています。また、こうした議論の積み重ねそのものもまた、地域の財産になると思
います。長期的に見れば、さらにまた別の地域再編のプロジェクトが起こるであろうことを踏ま
えると、その財産はきっと将来にまた生かされることでしょう。

東京都立大学

讃岐先生
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明庭
院１

市民の皆さんが地域に対する「おもいやり」を持ち参加されている姿が印象的であり、毎
回のワークショップで多くのことを学ぶことができました。また、準備段階では市の職員
の方々と関わり、利用者である地域住民の思いをできるだけ反映しようとしていた姿勢が
印象に残りました。人のつながりによる地域コミュニティのあたたかさの重要さを学ぶこ
とができたと感じています。貴重な機会をありがとうございました。

このワークショップで、市民の皆さんが自分たちが住む地域に対して様々な切実な想い
を持っているのだと伝わってきました。そして、市の職員の方々が住民を大切にした愛
のあるまちづくりをしようと尽力される姿からも、多くを学ばせていただきました。貴
重な経験をありがとうございました。 柴田

院１

この検討会を通して、公共施設を地域の人達でどのようにしていくかということを積極的
に意見を交わすことができ良かったですし、今後も様々な自治体でこういう積極的な取り
組みが広がっていくと良いなと感じました。数年後今回の検討会で交わされた意見が実現
したところを見たいです。今井

院１

より良い地域的拠点づくりに尽力されている地域住民の方や、市役所の方の努力の結
晶であると改めて感じました。特に、対比する意見の食い違いをどのようにかけ合わ
せていくか、面白い場面に多く出会うことで、まちづくりの実態についてより深く学
べました。貴重な経験をさせて頂き誠にありがとうございました。 髙橋

院１

本ワークショップを通して、地元住民の利用してきた施設への思い入れがあることを理解し
ました。皆様の過ごしてきた実体験を通じて挙げられた問題点、それをどう変えたいのか、
それらの想いが我々にも伝わってきました。住んでいる人の意見を聞く重要性を学ぶいい機
会でした。ありがとうございました。九谷

院１
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ワークショップに参加させていただきありがとうございました。地元に一番詳しい皆さん
が話し合いを主導することで、こんなにも可能性が広がるんだとわくわくしました。施設
ができたらぜひ来ようと思います！ 塚原

院１

地域の皆様がそれぞれの立場ならではの視点を持って話し合う姿が印象的でした。特に、
これからこの地域を担っていく子どもたちへの熱い思いを強く感じました。私にとって、
毎回がとても学びの多い時間でした。短い期間でしたが、光が丘地区に関われたことを大
変嬉しく思います。貴重な経験をありがとうございました。小川

院１

参加者の皆さんが真剣に小学校とまちの将来に向き合っている姿が印象的です。
また、市の職員の方々も地域の皆さんの声をしっかり汲み取ろうとしていることが伝わっ
てきました。そんな皆さんの熱心な姿を見て、公共施設は地域の様々な人が関わることが
大切であり、そうあるべきだなと改めて感じました。今後まちづくりや公共施設に関わり
たい身として、大変学びの多い経験になりました。ありがとうございました。 砂村

院１

毎回熱い議論が繰り広げられる中に参加させていただき、まちづくりにおける地元の方々
の力を感じました。実際に場所を作り上げていく過程に微力ながら協力する機会をいただ
き、ありがとうごさいます。すてきな場所の完成と皆さんのさらなる活躍を願っています。宮川

院１

市民の皆さんも市の職員の方々も、どなたも積極的に熱を持って参加されているのが印象
的でした。また子どもたちの意見にも驚かされるばかりでした。今後、大人の方々も子ど
もたちも皆が納得できる形に計画がまとまると嬉しいです。学生として、微力ながらお手
伝いさせていただくことができ、大変貴重な経験となりました。ありがとうございます。
青葉小の未来を楽しみにしています。 秋葉

院１

及川
院１

市民の方が建築を通してまちの未来を真剣に考えている姿がとても素敵だと感じました。
光が丘だからこその活用方法が今後実現することを心待ちにしています。貴重な機会を
いただきありがとうございました。
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